
ICT 治具認定試験 受験ガイド 
◆試験概要 

ICT 治具による Web サイト制作のスキルを Basic、Standard、Expert の 3 レベルに分類し、各レ

ベルで必要とされる知識や技術、スキルセットを体系化しています。 
レベル 望まれるスキル 

Expert 
・Web サイト作成～公開までの知識を有し、他者に指導ができるスキル 
・トラブルシューティング、セキュリティ、セットアップ環境、インターネット等の問

題の解決や説明できる知識を有し、他者に教えることができるスキル 

Standard 

・ICT 治具の操作に関するスキル 
・Web サイト作成に関する全般スキル 
・ICT 治具の基本的な管理機能に関するスキル 
・html、javascript を使用するスキル 
・「ICT 治具編③、④～ためしてみよう～上、下巻」内、 
及び、「ICT 治具操作マニュアル」「ICT 治具運用マニュアル」より出題 

Basic 

・ICT 治具の基本的な操作に関する知識 
・Web サイトの更新に関するスキル 
・「ICT 治具編～まずやってみよう～」、「ICT 治具編②～つくってみよう～」 
内より出題 

Standard、Expert の認定を受けるためには、下位の認定試験に合格

していることが前提となります。 
 
◆試験時間・出題数・合格基準・受験料 

 Basic Standard Expert 
試験時間 60 分 70 分 60 分 
出題数 40 問 50 問 50 問 

出題数に対して 7 割以上の正答で合格となります。 
Basic：¥5,400 Standard：¥5,400 

 
◆受験手順(申し込み～受験/受験終了まで) 
▼Step1：お申し込み 
弊社ＨＰ「ICT 治具認定試験申込みフォーム」からお申し込み下さい。 

 
▼Step2：受験料のお支払 
支払方法は、銀行振込のみとなります。 
「ICT 治具認定試験申込みフォーム」に入力されたメールアドレスに振込口座番号等ご連絡致しま

す。入金の確認後、「ICT 治具認定試験申込みフォーム」に入力されたメールアドレスに試験案内

を送付致します。 
 
▼Step3：試験案内メールのご確認 
受験者の氏名、認定コース、試験サイトの環境についてご確認下さい。 
試験の実施に必要な【認定試験 URL】、【ログイン情報】が記載されているかご確認下さい。 

 
▼Step4：試験の実施(受験) 
【認定試験 URL】より試験サイトへアクセスします。サイトへのログインが要求されますので【ロ

グイン情報】を入力して下さい。説明、注意事項をお読みになり、試験を開始して下さい。試験終

了後、合否判定が表示されます。この内容はメールにて送付されます。 
 
▼Step5：認定証の受け取り 
試験に合格された場合、「ICT 治具認定試験申込みフォーム」に入力された住所に認定証を送付致

します。認定証のお届けには 2 週間程度要します。 



 

ICT 治具認定試験および機密保持に関する同意書 
 

この ICT 治具認定試験および機密保持に関する同意書(以下「同意書」)に同意できない場合、認定試

験を受けることはできません。 

尚、この同意書は、適宜変更されることがあります。 

 

認定試験の申し込み日をもって、以下の事項に同意したものとします。 

 

▼事項 1 (規律遵守) 

受験者は、不正な援助の提供や受領、カンニング、不正行為、その他、ICT 治具認定資格試験の整合

性または機密性を脅かすとみなされるいかなる行為にも加担しないものとします。かかる行為には、次

のものが含まれますが、これらに限定はされません。 

１．自分の身元を偽るまたは他者になりすまし認定試験を受験しようとすること。 

２．認定試験のサイト URL、ログイン情報を、複製、再販売、頒布、不正使用すること。 

３．試験中に試験に関連する支援を他の受験者との間で授受すること。 

４．試験中にテキストや書籍、ノート、ICT 治具を使用して問題の解答を得ること。 

５．試験問題の探索や、試験問題への不正アクセスを行うこと。 

６．試験の規定に従わないこと。 

７．認定証、試験得点レポート、試験結果、その他認定試験記録を偽造すること。 

８．詐欺的行為、または認定条件を満たしていない場合に、認定済みと自己を偽ること。 

９．その他の方法で本同意書に違反すること。 

 

▼事項 2 (試験の機密保持義務) 

受験者は、試験がダンウェイ株式会社の所有する著作権保護された資料であることを理解し、全ての

試験資料の機密性を保持することに同意するものとします。 

ICT 治具認定試験の内容を何らかの方法で開示することは、厳格に禁じられています。 

試験資料のいかなる部分も、口頭や書面またはその他の手段による開示、出版、複製、配布、公開、

販売、表示、試験サイトからの持ち出しなどをしないことに同意するものとします。 

また、受験者は、他者に試験の全部又は一部の開示を要求しないことに同意します。 

 

以上 

 


